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1. dx
dt

= A(t)x の解核行列とはどのように定義されますか？必要なものはすべて準備して述べよ．

2. 解核行列の性質で講義で述べた５つの性質を述べよ．

3. dx
dt

= A(t)x の基本行列とは何ですか？また，基本行列と解核行列の関係を述べよ．

4. 微分方程式 x′′ − 2x′ + x = 0 について以下の問いに答えよ．

(1) et, tet は線形独立な解であることを確かめよ．
(2) x1(t) = x(t). x2(t) = x′(t) とおくことにより，上の微分方程式を

d
dt

(
x1

x2

)
= A(t)

(
x1

x2

)
の形に直せ．

(3) (2)で求めた微分方程式の解核行列を求めよ．

5. 微分方程式 x′′ − t
t− 1

x′ + 1
t− 1

x = 0 について以下の問いに答えよ．

(1) t, et は線形独立な解であることを確かめよ．
(2) x1(t) = x(t). x2(t) = x′(t) とおくことにより，上の微分方程式を

d
dt

(
x1

x2

)
= A(t)

(
x1

x2

)
の形に直せ．

(3) (2)で求めた微分方程式の解核行列を求めよ．

6. 微分方程式 dx
dt

= A(t)x + f(t) の初期条件 x(s) = x0 の解は dx
dt

= A(t)x の解核行列を用い
てどのように表せますか？
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